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2024(令和６）年 12 月 1 日 

発行 高甫地域公民館 

須坂市大字八町 1918 

電話 026(248)1925(FAX 兼） 

【高甫地域の人口】 
2024 年 11 月 1 日現在 
男 性 1,558 人(−6) 
女 性 1,639 人(−1) 
合 計 3,197 人(−7) 
世帯数 1,286 戸(−3) 

 

 

高甫地域公民館だより 
Ｅメール ▶ c-takaho@city.suzaka.nagano.jp 

＊カラー版を閲覧できます ⇒ 

 

 

陽
気
が
暖
か
く
好
天
に
恵
ま
れ
た

11
月
17
日
（
日
）
、「
高
甫
ブ
ロ
ッ
ク

文
化
祭
」
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
５
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

「
作
品
展
示
の
部
」
で
は
、
写
真
・

書
画
・
手
芸
作
品
な
ど
、
サ
ー
ク
ル
や

地
域
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
力
作

が
展
示
さ
れ
、
特
別
展
と
し
て
博
物

館
よ
り
「
写
真
と
資
料
で
振
り
返
る

高
甫
」
の
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。 

「
舞
台
発
表
の
部
」
で
は
、
高
甫
小

学
校
ボ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
の

特
別
出
演
を
は
じ
め
、
各
種
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
合
唱
・
演
奏
・
謡
・
神
楽
・

舞
踊
・
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
演
目
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

駐
車
場
で
は
、
地
元
の
野
菜
・
果

物
・
お
や
き
・
焼
き
菓
子
を
販
売
い
た

だ
き
、
盛
況
に
つ
き
ほ
ぼ
完
売
状
態

で
し
た
。
健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
歩
行

姿
勢
・
血
圧
・
血
管
年
齢
等
を
測
定

し
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
盛
況
で
し
た
。 

ご
来
賓
・
ご
来
場
者
の
皆
様
、
こ
の

文
化
祭
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第 40回 高甫ブロック 文化祭 

mailto:c-takaho@city.suzaka.nagano.jp


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高甫地域公民館 年末・年始 

      12月 29日（日）～1月 3日（金）までは、「休館」となります。 

第 199 号                高甫地域公民館だより             令和６年 12月１日 

 

 

 

好
評
に
つ
き
今
年
も
や
り
ま
す
！ 

 

「
大
人
の
た
め
の
漢
字
教
室
」 

 
 
 
 

～
漢
字
ト
リ
ビ
ア
～
（
全
６
回
） 

◆◆◆ 参加者募集 ◆◆◆ 申込み・問合せ 高甫地域公民館 

電話 026－248－1925 

日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
漢
字
、
ち
ょ
っ
と

深
堀
り
し
て
み
る
と
、
意
外
な
素
顔
を
持
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
漢
字
の
「
ヘ
ン
」
や
「
ツ
ク
リ
」
な

ど
部
首
に
焦
点
を
当
て
て
漢
字
の
成
り
立
ち
な
ど

を
学
び
ま
す
。
毎
回
違
っ
た
テ
ー
マ
で
１
回
ず
つ

の
参
加
も
で
き
ま
す
。 

■
日 

時
：
２
月 

４
日
・
18
日
・
25
日 

３
月 

４
日
・
11
日
・
18
日 

 
   

   

（
す
べ
て
火
曜
日
） 

 
 

 

午
後
１
時
３０
分
～
３
時 

■
会 

場
：
高
甫
地
域
公
民
館(

２
階) 

■
講 

師
：
北
原 

真
由
美 

先
生 

 
 
 
 
 

 

（
漢
字
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
） 

■
参
加
費
：
無
料 

■
持
ち
物
：
筆
記
用
具 

■
定 

員
：
20
名
（
申
込
み
順
） 

 

 

11
月
1
日
（
金
）
の
午
前
中
、「
高
甫
小
学
校
創
立

１
５
０
周
年
記
念
式
典
」
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
「
山
本
貴

志
さ
ん
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
席
し
ま
し
た
。 

 

大
勢
の
地
域
の
方
々
が
来
賓
と
し
て
よ
ば
れ
ま
し

た
。
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
、P

T
A

か

ら
の
記
念
品
贈
呈
、
映
像
に
よ
る
高
甫
小
学
校
の
あ
ゆ

み
等
の
発
表
が
あ
り
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、
長
野
市
出
身
の
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト

「
山
本
貴
志
さ
ん
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
シ
ョ
パ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
楽
曲
に
心
震
え
る
素

敵
で
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。
山
本
さ
ん
の
伴
奏
で

「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い
」
な
ど
を
合
唱
し
、
記
念
式
典

に
ふ
さ
わ
し
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

午
後
か
ら
は
、「
平
和
学
習
」
と
「
柿
の
皮
む
き
体

験
会
」
で
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
る
学
習
で
、
今
年
も
長
崎
被
爆Ⅱ

世
の
柿
の

木
、「
タ
ッ
キ
ー
」「
ナ
ッ
キ
ー
」
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
高
甫
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
とP

T
A

役
員
の
指
導
に
よ
る
、
「
柿
の
皮
む
き
体
験
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
皮
の
長
さ
比
べ
も
実
施
、
児

童
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

創
立
150
周
年
記
念
式
典
・
山
本
貴
志
さ
ん
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
・
柿
の
皮
む
き
体
験
会 

 

  

命
の
学
習 

ヤ
マ
メ
の
ふ
化 

始
動 

 

11
月
15
日
（
金
）、
高
甫
小
学
校
3
年
生
19
名
（
担

任
飯
島
先
生
）
に
よ
り
、
今
年
も
ヤ
マ
メ
の
ふ
化
・
飼

育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
千
曲
川
漁
協
の
戸
谷
吉
一
さ

ん
か
ら
飼
育
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
今
年
も500

粒
の
魚
卵
を
「
ふ
化
・
飼
育
」
し
て
い
き
ま
す
。 

 

魚
卵
に
は
、「
命
の
目
」
が
は
っ
き
り
と
あ
り
、
こ

れ
ら
一
粒
一
粒
に
命
が
あ
り
ま
す
、
時
が
経
つ
に
つ

れ
て
成
長
の
様
子
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
観
察
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
４
月
に
は
た
く
さ
ん
の
稚
魚
が
放

流
で
き
ま
す
よ
う
に
！ 

 

都 


